
地域フォーミュラリ 

 

「地域フォーミュラリ」とは、特定の地域（市町村や二次医療圏など）の医師や薬剤師が連携して作成する

「安全性・効果・経済性のバランスが最も優れているおすすめの薬リスト（使用方針）」のことです。 

一言でいえば、地域全体で使う「お薬のベストセラー指南書」のような役割を果たします。 

 

 

主なメリット 

〇患者さんの医療費が安くなる：同じ効果であれば、安価なジェネリック医薬品などが優先して選ば

れるため、窓口で払う薬代が下がります。 

〇どこでも同じ質の高い治療を受けられる：地域の病院やクリニックで薬の選び方が統一され、

医療の質が平準化します。 

〇薬局での品切れ事故が減る：地域内で使う薬の種類が絞られるため、薬局が在庫を確保しやすく

なり、「薬がなくて待たされる」事態を防げます。 

 

患者側で何か手続きは必要？ 

特別な手続きや配慮は不要です。医師や薬剤師がこのリストを参考に処方・調剤を行うため、患者さんはこ

れまでどおり受診するだけで、より効率的で安全なお薬治療を受けられます。ただし、強制されるものでは

ありません。 

 

国は、医療費適正化や医薬品の適正使用の観点から、地域フォーミュラリの全国展開を強く推進する姿勢

を示しており、香川県も地域フォーミュラリ策定に向けた会議体を設置する方針です。 

なお、既に、観音寺・三豊地区では、三豊総合病院を中心に地域フォーミュラリの推進に取り組んでいま

す。 


